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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年10月24日(2019.10.24)

【公開番号】特開2019-154064(P2019-154064A)
【公開日】令和1年9月12日(2019.9.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-037
【出願番号】特願2019-92413(P2019-92413)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  88/16     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ   4/70     (2018.01)
   Ｈ０４Ｗ   8/26     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   88/16     　　　　
   Ｈ０４Ｗ    4/70     　　　　
   Ｈ０４Ｗ    8/26     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月9日(2019.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）ゲートウェイ（ＧＷ）であって、
　複数のＭ２Ｍデバイスに対して、前記複数のＭ２Ｍデバイスのそれぞれに対するＭ２Ｍ
デバイス識別を備えた、登録サービスに対する登録属性を受信するように構成された少な
くとも１つのプロセッサと、
　前記Ｍ２Ｍデバイスのうちの１つから登録要求を受信して、前記Ｍ２Ｍ　ＧＷに登録す
るように構成された前記少なくとも１つのプロセッサと、
　前記登録サービスを使用して、前記要求しているＭ２Ｍデバイスを登録するかどうかを
前記登録属性に基づいて決定するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサと、
　前記要求しているＭ２Ｍデバイスを前記Ｍ２Ｍ　ＧＷに登録するように構成された前記
少なくとも１つのプロセッサと、
　前記要求しているＭ２Ｍデバイスと通信して、前記要求しているＭ２ＭデバイスにＭ２
Ｍサービスを提供するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサと
を備えた、Ｍ２Ｍ　ＧＷ。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、ネットワークおよびアプリケーションサービスか
ら前記登録属性を受信するように構成された、請求項１に記載のＭ２Ｍ　ＧＷ。
【請求項３】
　前記登録属性を格納するように構成されたメモリをさらに備えた、請求項１に記載のＭ
２Ｍ　ＧＷ。
【請求項４】
　前記登録属性は、サービスクラス、前記複数のＭ２Ｍデバイスの電力利用可能性、およ
び前記複数のＭ２Ｍデバイスのメモリ利用可能性のうちの少なくとも１つをさらに備えた
、請求項１に記載のＭ２Ｍ　ＧＷ。
【請求項５】



(2) JP 2019-154064 A5 2019.10.24

　前記プロセッサは、前記複数のＭ２Ｍデバイスを認証して、前記Ｍ２Ｍサービスを使用
するようにさらに構成された、請求項１に記載のＭ２Ｍ　ＧＷ。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記複数のＭ２Ｍデバイスのそれぞれに対するＭ２Ｍエリアネット
ワークアドレスを備えたマッピングテーブルに前記登録属性を保存するようにさらに構成
された、請求項１に記載のＭ２Ｍ　ＧＷ。
【請求項７】
　前記プロセッサは、前記要求しているＭ２Ｍデバイスの登録情報に変更があるかどうか
を前記登録属性に基づいて決定するようにさらに構成された、請求項１に記載のＭ２Ｍ　
ＧＷ。
【請求項８】
　前記プロセッサは、前記要求しているＭ２Ｍデバイスの前記登録情報に変更があること
を条件として、ネットワークおよびアプリケーションサービスに通知メッセージを送信す
るようにさらに構成された、請求項７に記載のＭ２Ｍ　ＧＷ。
【請求項９】
　マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）ゲートウェイ（ＧＷ）によって実施される方法であって、
　複数のＭ２Ｍデバイスに対して、前記複数のＭ２Ｍデバイスのそれぞれに対するＭ２Ｍ
デバイス識別を備えた、登録サービスに対する登録属性を受信するステップと、
　前記Ｍ２Ｍデバイスのうちの１つから登録要求を受信して、前記Ｍ２Ｍ　ＧＷに登録す
るステップと、
　前記登録サービスを使用して、前記要求しているＭ２Ｍデバイスを登録するかどうかを
前記登録属性に基づいて決定するステップと、
　前記要求しているＭ２Ｍデバイスを前記Ｍ２Ｍ　ＧＷに登録するステップと、
　前記要求しているＭ２Ｍデバイスと通信して、前記要求しているＭ２ＭデバイスにＭ２
Ｍサービスを提供するステップと
を備えた、方法。
【請求項１０】
　ネットワークおよびアプリケーションサービスから前記登録属性を受信するステップを
さらに備えた、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記登録属性は、サービスクラス、前記複数のＭ２Ｍデバイスの電力利用可能性、およ
び前記複数のＭ２Ｍデバイスのメモリ利用可能性のうちの少なくとも１つをさらに備えた
、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記複数のＭ２Ｍデバイスを認証して、前記Ｍ２Ｍサービスを使用するステップをさら
に備えた、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数のＭ２Ｍデバイスのそれぞれに対するＭ２Ｍエリアネットワークアドレスを備
えたマッピングテーブルに前記登録属性を保存するステップをさらに備えた、請求項９に
記載の方法。
【請求項１４】
　前記要求しているＭ２Ｍデバイスの登録情報に変更があるかどうかを前記登録属性に基
づいて決定するステップをさらに備えた、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記要求しているＭ２Ｍデバイスの前記登録情報に変更があることを条件として、ネッ
トワークおよびアプリケーションサービスに通知メッセージを送信するステップをさらに
備えた、請求項１４に記載の方法。
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